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広　報

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

表紙写真：笠置夏まつり　夏の夜空を彩る花火大会
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第29 回　笠置夏まつり 
　花火打ち上げ総数は約 1,500 発！
日　程　8 月 5 日（土）（荒天時中止）

主　催　笠置夏まつり実行委員会
事務局　一般社団法人観光笠置　☎0743・95・2011
　　　　笠置町商工会　　　　　☎0743・95・2159
　　　　笠置町企画観光課　　　☎0743・95・2301（代表）

※メッセージアナウンスは、ご協賛者名とキャッチフレーズなど 20 文字以内のメッセージと
　なります。
※メッセージアナウンスは、花火の進行状況等により、アナウンスと協賛花火の打ち上げに時間
　的なズレが生じる場合があります。また、当日の会場周辺の状況や音響設備の状態により聴
　取範囲が変動することがありますのでご了承ください。

内　容
行　　事 時　　間 場　　所

バザー・夜店 午後 6 時〜 10時 JR笠 置 駅 前

花 火 大 会 午後 8 時〜 8 時30分 木津川河川敷

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

「笠置夏まつり花火大会」協賛のお願い
　「笠置夏まつり花火大会」は、今年で 29 回目を迎えるイベントです。
　笠置地域の活性化と観光振興を目的として開いています。この事業を継続
していくために、笠置夏まつり実行委員会では企業、団体、個人様から広く
協賛金を募集しています。あたたかいご支援ご協力をよろしくお願いします。
　ご協賛いただいた方を広報「れんけい」9 月号に掲載いたします。
　応募締切日　7 月 14 日（金）午後 5 時まで
　　　　　　　申込書は笠置町の HP、事務局窓口に用意しております。
　振込先口座　京都やましろ農業協同組合　南山城村支店
　　　　　　　普通　3451743
　　　　　　　笠置夏まつり実行委員会　委員長　西村典夫
　
　誠に恐縮ではございますが、振込手数料はご負担くださいますようお願い
申し上げます。
　ご持参の場合はご足労ですが、笠置夏まつり実行委員会事務局までお願い
いたします。

事務局　笠置町企画観光課（笠置町笠置西通 90-1）　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　笠置町商工会（笠置町笠置佃 3-1）　　　　☎ 0743・95・2159
　　　　一般社団法人観光笠置（笠置町笠置佃 46）　☎ 0743・95・2011

協 賛 金 額 協賛花火（メッセージアナウンス）

協 賛 花 火
50,000円以上 打上5号玉（20文字以内）
30,000円以上 打上4号玉（20文字以内）
20,000円以上 打上3号玉（20文字以内）

協 賛 10,000円以上 お名前を読み上げます。

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………①　差別（さべつ）なく　笑顔（えがお）で暮（くら）す　人（ひと）の世（よ）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　お互（たが）いの　人権（じんけん）を守（まも）り　明（あか）るい町（まち） ₂



特　集特　集

笠置灯ろう流し 
日　時　８月 16 日（水）午後７時頃
場　所　笠置大橋上流

内　容　　過去に木津川において水難事故に遭い、
亡くなられた多くの方々を偲ぶために、昭
和 35年頃より続いている行事です。
　笠置町の夏の風物詩として、地元の住民
や町外からも多くの方々に毎年参加してい
ただいています。

主　催　一般社団法人観光笠置
　　　　☎0743・95・2011

2017  わづか夏まつり 
日　時　８月 26 日（土）午後４時から８時
場　所　和束運動公園　芝生ひろば周辺  

内　容　ふれあい水族館 がやってくる !
 ※入場無料  

　　　　　・射　的
　　　　　・金魚すくい　　
　　　　　・バンド
　　　　　 ・屋台村　　　
　　　　※イベント内容については調整中です。
　　　　　ご家族そろってお越しください。　　

主　催　和束町商工会
　　　　☎0774・78・3321

2017　京・村まつり 
日　時　7 月 30 日（日）　午前 10 時〜午後 3 時
場　所　南山城村・やまなみホール及び河川敷周辺
　当日は、カヌー体験や、村特産物等の出展スペースや、生き物＆
風景フォトコンテストなどの各種催しがおこなわれ、京都府唯一の
村「南山城村」を存分に楽しめるイベントです。
　毎年たくさんのご来場者があります。ぜひお越しください。
※天候により内容が変更になる場合があります。

問合せ　南山城村商工会　　☎0743・93・0100

　笠置キャンプ場
　問合せ（予約不要、先着順です）
　　一般社団法人観光笠置
　電話受付時間　午前 9 時〜午後 5 時
　　☎ 0743・95・2011

　和束町湯船森林公園
　開園時間　午前９時〜午後５時
　問合せ・予約（予約が必要です）
　　湯船森林公園管理組合
　電話受付時間　午前 9 時〜午後 5 時
　　平　日　　　☎ 0774・78・2001
　　土・日・祝　☎ 0774・78・3010
　　※ペットの入園禁止です。

　南山城村自然の家
　問合せ・予約
　　南山城村自然の家
　電話受付時間　午前 9 時〜午後 5 時
　　☎ 0743・94・0100
　　 0743・94・0303
　　 info@minamiyamashiro.main.jp 

３町村の真夏を楽しむ
レジャー施設案内

魚つかみ

笠置夏まつり 笠置灯ろう流し

カヌー体験

笠置夏の２大イベント

昨年の模様

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………③　みんなの手（て）　いっしょにつなげば　大（おお）きな輪（わ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④　つながって　みんなで見守（みまも）る　かさぎの力（ちから）3



まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置町副町長に青柳良明氏就任

平成29年度観光地合同美化キャンペーン

　6 月定例議会において、笠置町副町長に青柳良明氏の
就任が同意されました。
　前任の副町長の任期満了による退任後、平成 25 年 1
月から空席となっておりましたが、町長の補佐役として、
町政運営の重責を担っていただくこととなりました。
　任期は、平成 29 年６月 14 日から平成 33 年６月 13
日までです。

副町長　青柳良明氏（62 歳）

　　　　元京都府職員
　　　　元京都文化医療専門学校長
平成 29 年４月１日から参与に就任

　8 月 2 日（水）午前 9 時から笠置大橋南下のごみ清掃をおこないます。
　夏まつりに向けて、みなさんのご協力をお願いします。
　散乱ごみ問題は観光地の古くからの問題であり、観光地を美しくするために各地で美化運動がおこなわ
れています。観光地合同美化キャンペーンでは、観光地の美化推進のため、観光客にごみの持ち帰りを呼
びかけるとともに、観光客の美化意識の高揚を図ることを目的としています。

日　時　8 月 2 日（水）午前 9 時～
場　所　笠置大橋南下
主　催　公益社団法人日本観光振興協会関西支部
後　援　笠置夏まつり実行委員会事務局
問合せ　一般社団法人観光笠置　☎ 0743・95・2011
　　　　笠置町商工会　　　　　☎ 0743・95・2159
　　　　笠置町企画観光課　　　☎ 0743・95・2301（代表）

笠置町

笠置町

お茶の京都 ｢やましろフェア｣ に茶茶ちゃん登場
　６月 10 日（土）、イオン高の原店でおこな

われたお茶の京都イベント「やましろフェア」

に茶茶ちゃんが参加しました。休日ということ

もあり会場は多くの家族連れで賑わいました。

　和束茶カフェによる出展や、プレミアム

ティーアンバサダーによる宇治茶の文化や歴

史を話しながら煎茶、玉露を淹れる ｢宇治茶

BAR｣ も大勢のお客さんで賑わいました。

　茶茶ちゃんは特に子どもたちから人気で、一

緒に写真撮影をして和束町を PR しました。

和束町

笠置町　青柳副町長

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑤　あたたかな　心（こころ）と行動（こうどう）　地域（ちいき）のわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　差別（さべつ）といじめの芽（め）　気付（きづ）いて無（な）くそう　地域（ちいき）から 4



まち・むらの話題まち・むらの話題

東京オリンピックを目指して体力測定 南山城村

　DOSA 全国キャラバンツアー in 南山城村が６月 11 日（日）、南
山城小学校グラウンドにて、村の少年野球チーム「南山城アース」
の選手を対象におこなわれました。
　この体力測定キャラバンツアーは、一般社団法人スポーツ能力発
見協会が主催し、2020 年までに全国 1713 市町村全てを測定員の
２人が車１台で巡ります。未来のアスリートとなる子どもたちに、
夢に向かって挑戦するキッカケづくりとなるよう体力測定をする中
で、どのようなスポーツに適するかをアドバイスするものです。６
月３日（土）に京都市内よりスタートし、京都では４番目に村へこ
られました。南山城アースに所属する選手たちは、測定を楽しみ、
自分の適応するスポーツは何か、またどういった身体づくりをした
ら良いかを測定したり、記録を競い合ったりしました。測定後は結
果シートで記録を確認し、結果を活かして練習に励んでいました。

おじいちゃん、おばあちゃん大好き！
～和束保育園わらく訪問～

　５月 24 日（水）、和束保育園年長児が、
特別養護老人ホーム「わらく」を訪問しま
した。
　園児たちは、最初のあいさつと自己紹介
をした後、季節の歌や、「和束音頭」を歌い
大きな拍手をいただきました。
　その後高齢者のみなさんと一緒にゲーム
を楽しみ、お土産の折り紙をいただきまし
た。
　高齢者のみなさんに温かく迎え入れても
らい、子どもたちも笑顔が絶えないとても
楽しいひと時を過ごせました。

和束町

みんなの木津川を美しく
　５月 27 日（土）に、木津川漁業協同組合・木津川を美しくする会・木津川河川レンジャー主催による

「木津川一斉清掃」がおこなわれました。
　参加者一同、熱心にゴミ拾いや草刈りに取り組み、きれいな木津川を守るため汗を流しました。
　普段見慣れた風景でも、目を凝らすと、ゴミが点在していたり、草が生い茂っていたりして、木津川
の景観に対する意識を新たにする機会となりました。
　今後もこの美しい木津川の景観を守る活動に取り組んでいきます。

３町村

体力測定の様子

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑦　地域（ちいき）の見守（みまも）り　一声（ひとこえ）かけて　つなげよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧　やさしさは　みんなも自分（じぶん）も　強（つよ）くする

笠置大橋上流河川敷の清掃の様子 やまなみホール周辺の清掃の様子和束川の清掃の様子

5



まち・むらの話題まち・むらの話題

自衛官募集相談員委嘱式

笠置中学生ゴミゼロ運動
（校区内清掃活動）

　６月２日（金）、笠置町役場では、笠置町長と、６月８日（木）和束町役場では和束町長と自衛隊京都地
方協力本部・安孫子本部長の連名による自衛官募集相談員の委嘱状の交付がありました。
　笠置町では佐野巧樹さんに、和束町では木崎廣一さんと杉本治さんにそれぞれ委嘱状が交付されました。
　自衛官募集相談員は今後２年
間、自衛官志願者に対して、自衛
官に関する情報提供や地域での広
報活動に協力します。
　本部長より自衛官募集相談員に
対して、「未来の自衛官となる若
者たちに、情報提供等の支援活動
をしっかりおこなっていただきた
い。」との言葉がありました。

　５月 30 日の「ゴミゼロの日」にちなんで、
５月 26 日（金）に笠置中学校では、校区内の
清掃活動に取り組みました。
　笠置町在住の生徒は、笠置大橋下流の河原で
清掃活動をおこないました。
　南山城村在住の生徒は、田山、月ヶ瀬ニュー
タウン、163 号線沿いの道の駅近くの３グルー
プに分かれて、清掃活動をおこないました。
　活動を通して、生徒たちはゴミの扱いに対す
る意識を高めるとともに、自分たちの住む地域
の環境の現状を考える機会となりました。

笠置町・和束町

笠置町・南山城村

水道水はどうしてできるの
～水道施設見学～
　6 月 19 日（月）笠置町では４年生の児童４人が、笠置浄水場を見学
しました。笠置町役場職員から浄水施設の仕組みや水道水が供給される
までの過程を教えてもらいました。
　また、和束町では 6 月 7 日（水）、和束小学校 4 年生 19 人が社会科の
授業で和束中央浄水場を見学し、水道水ができる仕組みを学習しました。
　浄水場に到着した児童は、和束町役場職員から施設案内のパンフレッ
トをもらい、川から汲み取られた水がポンプを通して原水調整槽、一次
ろ過装置、ろ過調整槽、緩速ろ過池、浄水池、そして配水池へと運ばれ
ていく過程の説明を熱心に聞いていました。さらに、中央管理棟の中央
監視室でコンピュータが水道施設を管理しているところを見学し、児童
らは驚きの声を上げていました。見学の最後には、児童から数多くの疑
問、質問が出され、職員が一つひとつ丁寧に答えていました。
　両校の児童はこの日の水道施設の見学を通して、浄水場が生活に欠か
せない水道水をつくる重要な施設であることと、資源である水の大切さ
を実感しているようでした。

笠置町・和束町

笠置町自衛官募集相談員委嘱式
（中央）佐野さん

和束町自衛官募集相談員委嘱式
（左 杉本さん　右 木崎さん）

笠置大橋下流の河原での清掃活動
の様子

163 号沿いの清掃活動の様子

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑨　かさぎっ子（こ）　一人一人（ひとりひとり）が　宝物（たからもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩　考（かんが）えよう　軽（かる）い一言（ひとこと）　深（ふか）い傷（きず）

和束町中央浄水場にて

笠置浄水場にて

6
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こ
な
わ
れ
、
19
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
代
表
と
な
っ
た
の
は
左
記
の

標
語
で
す
。
他
の
18
点
に
つ
い
て
は
、
広
報
れ
ん
け
い
２

ペ
ー
ジ
下
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

人ひ
と

と
人ひ
と

　
　

つ
な
ぐ
言こ
と

葉ば

は

　
　
　
　

あ
り
が
と
う

人
権
教
育
研
修
会

～
み
ん
な
で
守
ろ
う

　

み
ん
な
の
人
権
～

人
権
強
調
月
間

空
き
家
の
家
財
撤
去
費
を

補
助
し
ま
す
（
７
月
１
日
か
ら
）

　

南
山
城
村
空
き
家
流
動
化
促
進
事
業
補
助
金
制
度

　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
ま
た
は
登
録
を
確
約
さ
れ
た
物
件
の
所
有
者
の
方

を
対
象
に
、
家
財
撤
去
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
、
利
用
希
望
者
（
空
き
家
に
住
み
た
い
方
）
が

10
世
帯
以
上
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
ま
な
く
な
っ
た
家
を
お
持
ち
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
空
き
家
バ
ン
ク
で
利
活
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
と
な
る
方

◦
南
山
城
村
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
（
ま
た
は
登
録
を
確
約
）
し
た
物
件
の
所

　

有
者
お
よ
び
所
有
者
の
親
族

◦
家
財
撤
去
を
行
う
空
き
家
が
3

　

親
等
以
内
の
者
へ
売
買
・
賃
貸

　

借
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

◦
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

◦
南
山
城
村
暴
力
団
排
除
条
例
に

　

規
定
す
る
暴
力
団
関
係
者
で
な

　

い
方

対
象
と
な
る
経
費

　

一
般
廃
棄
物
手
数
料
（
指
定
袋

購
入
費
等
）、
ご
み
収
集
運
搬
料

金
、
特
定
家
庭
機
器
等
リ
サ
イ
ク

ル
手
数
料
、
そ
の
他
廃
棄
物
処
分

に
か
か
る
経
費

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
10
／
10

　
（
上
限
10
万
円
）

問
合
せ
・
申
込
み

　

南
山
城
村
む
ら
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
６
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

◦人権啓発街頭活動（３町村）
人権の大切さを呼びかける街頭啓発をおこないます。

日　時 場　所

笠　置　町 ７月６日（木）
午前７時～

JR 笠置駅前
ローソン笠置切山店前

和　束　町 ７月 27 日（木）
午前７時 30 分～

和束町白栖橋
交差点付近

南山城村 ８月３日（木）
午前９時 30 分～10 時 やまなみホール

京都府人権啓発
キャラクター
「じんくん」

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑪　つらいとき　仲間（なかま）の笑顔（えがお）で　支（ささ）え合（あ）う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　この町（まち）に　結（むす）んで行（い）こう　人権（じんけん）の絆（きずな）7



保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
28
　
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？

　

こ
の
よ
う
に
質
問
を
受
け
ら

れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
の
よ

う
に
お
答
え
に
な
り
ま
す
か
？

「
私
は
心
身
と
も
に
鍛
え
て
い
ま

す
か
ら
。
朝
の
６
時
か
ら
夜
中

の
12
時
ま
で
働
き
づ
め
で
す
け

ど
平
気
で
す
よ
。
た
だ
、
子
供

と
接
す
る
時
間
が
な
い
の
が
悩

み
で
す
。」

「
病
気
は
ち
ゃ
ん
と
診
て
も
ら
っ

て
ま
す
。
食
事
療
法
が
き
つ
い

で
す
が
。」

　

さ
て
本
当
に
健
康
で
し
ょ
う

か
？

　

秦
の
始
皇
帝
は
不
老
不
死
を

求
め
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
永
遠

の
美
し
さ
を
求
め
、
そ
の
時
代

時
代
に
健
康
の
こ
と
は
考
え
ら

れ
て
き
た
あ
り
ふ
れ
た
命
題
で

す
。

　

健
康
診
断
、
健
康
講
座
、
健

康
食
品
な
ど
健
康
と
つ
く
言
葉

が
氾
濫
す
る
現
代
日
本
で
は
、

平
均
寿
命
が
世
界
最
高
水
準
に

達
し
、
往
々
に
し
て
健
康
を
ま

ず
疾
病
と
関
連
付
け
て
考
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
る

と
寿
命
の
議
論
の
前
に
、
ま
ず

は
空
腹
を
満
た
し
、
武
力
抗
争

の
中
に
生
き
伸
び
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
人
々
の
状
況
の
中
で

健
康
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
保
健
機
構
（
い
わ
ゆ
る

Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
世
界
の
英
知
を

集
結
し
、
地
球
上
の
人
た
ち
が

健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
健

康
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
『
健
康
と
は
身
体
的
、
精
神

的
、
そ
し
て
社
会
的
に
健
全
で

あ
る
こ
と
。
単
に
疾
病
や
、
病

弱
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な

い
。』
こ
の
定
義
は
学
校
で
も
習

い
、
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

疾
病
は
確
か
に
健
康
に
過
ご

す
た
め
の
妨
げ
に
な
る
た
め
一

番
に
頭
に
浮
か
び
ま
す
が
、
こ

れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
は
疾
病
の
治
療
、

予
防
の
た
め
の
様
々
な
注
意
を

受
け
ま
す
が
、身
体
的
、精
神
的
、

社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
た
健
康

を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
生
活

の
事
情
、
家
族
環
境
な
ど
か
ら

と
て
も
無
理
な
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は

で
き
な
い
こ
と
を
医
学
的
見
地

か
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
の
か
を
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
管
理
の
た
め
に
病
ん
で
し

ま
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

み
な
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、

今
一
度
健
康
を
見
直
し
、
こ
れ

か
ら
の
健
康
維
持
管
理
、
健

康
増
進
に
つ
い
て
再
認
識
す
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

木
津
川
市

　

つ
じ
の
う
え
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

辻
之
上
裕
久

　
『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』『
誰
か
に
話
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お

受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
４
日
（
火
）、
8
月
1
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師

　
　
　
　

又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
左
記
フ
リ
ー
ダ

　
　
　
　

イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京

　
　
　
　

都
２
階
）

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
及
び
対

面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

～
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
集
団
検
診
の
お
し
ら
せ
～

　

今
年
も
集
団
検
診
車
に
よ
る
女
性
の
が
ん
（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）

検
診
の
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
２
日
間
で
４
会
場
を
回
り
ま
す
。

最
寄
り
の
場
所
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　

子
宮
が
ん
１
０
０
０
円　

乳
が
ん 

１
０
０
０
円
（
視
触

診
の
み
は
無
料
）

申
込
み　

７
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

　
　
　
　

後
日
、
申
込
さ
れ
た
方
に
受
付
時
間
を
個
人
通
知
し
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
の
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
は
10
～
１
月
の
予
定
で
す
。

子
宮
体
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
医
療
機
関
受
診
対
応
と
な
り
ま

す
。
医
療
機
関
は
相
楽
郡
内
と
木
津
川
市
内
、
伊
賀
市
内
の
産
婦
人
科

で
す
。
個
別
検
診
は
後
日
、
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

特
定
健
診
・
基
本
健
康
診
査
の

個
別
健
診
が
８
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

村
内
の
医
療
機
関
・
竹
澤
内
科

小
児
科
医
院
で
の
個
別
健
診
が

８
・
９
・
10
月
の
３
ヶ
月
間
実
施

と
な
り
ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必

要
で
す
の
で
、
直
接
医
院
（
☎

０
７
４
３
・
93
・
０
８
０
８
）
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康

保
険
に
加
入
の
方
は
受
診
券
が
届

き
ま
す
の
で　

そ
れ
を
持
参
し
て

受
診
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
個
別
検
診
も
同
時

に
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

の
方
は
医
院
の
方
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

女
性
の
が
ん
（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
南
山
城
村
）

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
8 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
8 月 6 日（日） 小児科
8 月 11 日（金・祝） 内科
8 月 13 日（日） 内科・小児科
8 月 20 日（日） 小児科
8 月 27 日（日） 内科・小児科
※ 7 月分については広報れんけい 6 月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）

日　程 受付時間 場　所 内　容

８月７日（月）

午前 10 時～
11 時 高尾公民館

子宮がん検診
　婦人科医による子宮頸がん検診
対　象　20 歳以上

乳がん検診
　乳がん専門の外科医による視触診
　（全員）と乳房の X 線撮影（マン
　モグラフィー）（40 歳以上は全員。
　以下は医師の指示にて撮影）
対　象　30 歳以上

午後 1 時～
3 時 本郷コミセン

８月 22 日（火）

午前 10 時～
11 時

農業者トレーニ
ングセンタ−　

午後 1 時～
3 時 保健福祉センター

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑬　信（しん）じてる　心（こころ）があるから　輝（かがや）ける
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭　大切（たいせつ）な　命（いのち）を守（まも）る　思（おも）いやりの心（こころ） 8



保健・福祉保健・福祉

第
２
回 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き

の
お
し
ら
せ
（
南
山
城
村
）

　

平
成
29
年
度
第
２
回
目
の
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き
」
を
開
き

ま
す
。
老
い
へ
の
不
安
、
一
人
へ
の
不
安
、
介
護
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。

今
回
は
「
終
活
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

７
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　

所　
「
い
き
い
き
元
気
広
場
」

　
　
　
　
（
月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
旧
保
育
所
）

内　

容　

い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
情
報
交
換
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、

　
　
　
　

お
い
し
い
お
や
つ
と
お
茶
で
交
流 

参
加
費　

２
０
０
円

問
合
せ　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

 　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

「
福
祉
資
格
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
研
修
」

の
参
加
者
募
集

日　

時　

①
７
月
11
日
（
火
）・
12
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

②
７
月
26
日
（
水
）・
27
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

場　

所　

①
京
都
テ
ル
サ　

西
館
３
階　

第
２
会
議
室

　
　
　
　

②
文
化
パ
ル
ク
城
陽　

西
館
３
階　

第
３
会
議
室
Ｂ

参
加
費　

無
料

対
象
者　

介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等
の
資
格
を
有
す
る

　

方
で
、
都
合
に
よ
り
現
在
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
就
業
を
さ

　

れ
て
お
ら
ず
、
福
祉
の
現
場
へ
の
就
職
・
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

内　

容　

座
学
、
実
技
演
習
、
就
労
相
談
な
ど

定　

員　

20
人

申
込
み　

申
込
期
限

　

①
７
月
４
日
（
火
）　

②
７
月
19
日
（
水
）

　

各
期
限
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会　

京
都
府
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
５
・
２
５
２
・
６
２
９
７
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

０
７
５
・
２
５
２
・
６
３
１
２

　

http://fukujob.kyoshakyo.or.jp/

　

※
詳
細
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
し
ら
せ
（
笠
置
町
）

　

～
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
待
っ
て
い
ま
す
～

日
時
・
場
所　

７
月
14
日
（
金
）

　

午
前
10
時
15
分
～
11
時
45
分　
　

笠
置
町
役
場

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
　

産
業
振
興
会
館

献
血
出
来
る
方

　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～
69
歳
で
男
女
と
も
体
重
50
㎏
以

　

上
の
方
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
献
血
に
つ
い
て
は
、
献
血
い
た
だ
く
方
の

　

健
康
を
考
慮
し
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に

　

限
り
ま
す
。

※
輸
血
や
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。

持
ち
物　

献
血
カ
ー
ド
、
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

在
宅
療
養
者
へ
の
訪
問
栄
養
食
事
指
導
研
修

　

～
在
宅
で
の
栄
養
・
食
事
ケ
ア
に
従
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

対
象
者　

管
理
栄
養
士

日
時
・
会
場

　

①　

８
月
11
日
（
金
・
祝
）　

京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
）

　

②　

８
月
19
日
（
土
）　　
　

京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
）

　

③　

９
月
２
日
（
土
）　　
　

み
や
こ
め
っ
せ
（
京
都
市
左
京
区
）

　

④　

９
月
３
日
（
日
）　　
　

京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
）

　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
原
則
、
４
回
受
講
で
き
る
方

受
講
料　

無
料

定　

員　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
締
切　

7
月
末

　
　
　
　

申
込
方
法
、
研
修
内
容
等
に
つ
い
て
は
京
都
府
栄
養

　
　
　
　

士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　
　
　

http://w
w

w
.kyoto-eiyoshikai.or.jp

　
　
　
　

ま
た
は
、「
京
都
府
栄
養
士
会
」
で
検
索
。

問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
京
都
府
栄
養
士
会

　
　
　
　

☎
０
７
５･

６
４
２･

７
５
６
８

　
　
　
　

０
７
５･

６
４
２･

７
５
６
９

笠
置
町
公
共
施
設
建
物
内

全
面
禁
煙
の
お
し
ら
せ

（
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
）

　

笠
置
町
で
は
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
受
動
喫
煙
防
止

対
策
（
※
）
の
推
進
に
向
け
、
平
成
29
年
８
月
1
日
か
ら

町
内
公
共
施
設
建
物
内
を
全
面
禁
煙
と
し
ま
す
。

　

全
面
禁
煙
を
実
施
す
る
施
設
（
す
で
に
実
施
し
て
い
る

施
設
も
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
建
物
外
に
喫
煙
場
所
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
所
定
の
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

※
平
成
15
年
５
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
で

　

は
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
の
管
理
者
は
受
動
喫

　

煙
（
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
自
分
の
意
思
に
か
か
わ

　

ら
ず
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
の
煙
を
吸
い
込
む
こ

　

と
）の
防
止
措
置
を
講
ず
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
総
務
財
政
課
・
企
画
観
光
課
・

　
　
　
　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑮　摘（つ）みとろう　ネットの調査（ちょうさ）の　若芽（わかめ）から
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教　育教　育

　

５
月
27
日
（
土
）、
か
さ
ぎ
・
ま
な
び
塾
（
笠
置
町
）、

あ
そ
び
塾
（
和
束
町
）、
Ｙ
ａ
！
ま
な
び
ク
ラ
ブ
（
南
山

城
村
）
の
「
京
の
ま
な
び
教
室
」
と
笠
置
児
童
館
の
合
同

事
業
『
初
夏
を
歩
こ
う
』
が
お
こ
な
わ
れ
、
児
童
や
保
護

者
な
ど
総
勢
58
人
の
参
加
者
が
、
木
津
川
市
加
茂
町
の
恭

仁
京
跡
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
で
合
流
し
、
片
道
約
２
㎞
の
道

の
り
を
歩
き
ま
し
た
。
山
城
国
分
寺
跡
の
芝
生
広
場
に
到

着
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
３
校
間
の
交
流
学
習

で
顔
見
知
り
や
友
達
な
っ
て
い
る
の
で
す
ぐ
に
仲
よ
く
な

り
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
や
鬼
ご
っ
こ
、
ボ
ー
ル
・
大
縄
を
使
っ

た
遊
び
な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
は
、
３
町
村
の
子
ど
も
た

ち
が
積
極
的
に
交
流
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
夏
を
歩
こ
う

　

３
町
村
京
の
ま
な
び
教
室
、
笠
置
児
童
館

　

６
月
８
日
（
木
）、

９
日
（
金
）
に
笠
置
、

和
束
、
南
山
城
の
各
小

学
校
の
６
年
生
が
、
三

重
県
の
伊
勢
・
鳥
羽
方

面
に
修
学
旅
行
に
行
き

ま
し
た
。

　

去
年
ま
で
笠
置
小
学

校
と
南
山
城
小
学
校
は

秋
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
３
小

学
校
合
同
で
修
学
旅
行

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

児
童
は
釣
り
体
験
を
し

た
り
、
水
族
館
で
水
中

の
生
き
物
を
見
た
り
し

て
楽
し
み
、
志
摩
ス
ペ

イ
ン
村
で
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
活
動
し
て
、
修

学
旅
行
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。
合
同
の
修
学

旅
行
を
と
お
し
て
、
３

校
間
の
交
流
が
深
ま

り
、
友
達
と
普
段
過
ご

さ
な
い
場
所
で
宿
泊
す

る
と
い
う
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

　

和
束
中
学
校
で
は
６
月
10
日
（
土
）
に
町
内
各
公
民
館

（
15
箇
所
）
で
「
新
茶
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
本
年
度
土
曜
教
育
の
一
つ
と
し
て
お
こ

な
う
も
の
で
す
。
今
回
は
２
回
目
で
、
１
回
目
の
５
月
に

「
茶
摘
み
」
を
し
た
新
茶
で
、
地
域
の
人
に
日
頃
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

新
茶
会
を
開
く
に
あ
た
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

利
用
し
て
「
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
」
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
た
り
、
ま
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し

て
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
生
徒
は
会
場
と
な
る
公
民
館
の
周
辺
や
内
部

を
清
掃
し
、
地
域
の
人
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
た
。
新

茶
会
で
は
来
館
し
た
人
に
お
茶
を
淹
れ
、
愛
茶
（
め
さ
）

ク
ッ
キ
ー
で
も
て
な
す
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
学
ん
だ

「
お
茶
」
に
つ
い
て
、
説
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
を
と
お
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
も
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
各
公

民
館
で
合
計
３
７
６

人
（
過
去
最
大
）
の

参
加
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
励
ま
し

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

い
た
だ
い
て
、
充

実
し
た
取
組
と
な

り
ま
し
た
。

３
小
学
校
合
同
で
修
学
旅
行
へ

和
束
中
学
校
土
曜
教
育

で
新
茶
会

南山城小学校 和束小学校 笠置小学校

新茶をふるまい、説明する様子

人権啓発標語　入選作品（笠置町）…………⑰　人権（じんけん）をネットで　買（か）わない売（う）らない　調（しら）べない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑱　啓発（けいはつ）を続（つづ）けて　無（な）くそう　人権差別（じんけんさべつ） �



安心・安全安心・安全

　

台
風
は
大
き
さ
や
進
路
を
気
象
情
報
な
ど
か
ら
得
る
こ

と
が
で
き
、
事
前
に
備
え
が
で
き
る
災
害
で
す
の
で
、
今

か
ら
出
来
る
準
備
は
し
っ
か
り
整
え
、
被
害
を
未
然
に
防

ぎ
危
険
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　

家
庭
に
お
い
て
台
風
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
増
水
に
備
え
、
側
溝
や
排
水
溝
の
掃
除
を
し
、
水
は
け

　

を
よ
く
す
る
。

◦
避
難
す
る
時
に
必
要
な
非
常
持
出
品
を
ま
と
め
て
お

　

く
。（
水
、
食
料
、
懐
中
電
灯
、
着
替
え
、
救
急
薬
品
、

　

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
）

◦
床
上
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
家
財
や
家
電
な
ど

　

が
浸
水
の
被
害
を
受
け
な
い
よ

　

う
に
、
高
所
や
２
階
に
移
動
さ

　

せ
て
お
く
。

◦
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
な
く

　

て
も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
自
主

　

的
に
避
難
を
考
え
る
。

◦
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
及
び
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
最
新
の
気
象

　

情
報
を
把
握
す
る
。

◦
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
家
の
近
く
の
危
険
場
所
や
避

　

難
場
所
等
を
確
認
す
る
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
２
１
１
９

　
　
　
　

h
ttp

://w
w

w
.sou

raku
ch

u
b

u
119-

　
　
　
　
　

kyoto.jp

　

７
月
21
日
（
金
）
～
８
月
20
日
（
日
）
は
夏
の
交
通
事

故
防
止
府
民
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

運
動
重
点

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
推
進

　

歩
行
中
・
運
転
中
の
ス
マ
ホ
等
使
用
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
！

笠
置
町
で
は　

７
月
21
日（
金
）～
８
月
20
日（
日
）ま
で
、

　

国
道
１
６
３
号
線
沿
い
に
交
通
安
全
に
か
か
る
の
ぼ
り

　

旗
を
掲
出
し
ま
す
。
ま
た
、期
間
中
随
時
、防
災
無
線
で

　

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

和
束
町
で
は　

７
月
21
日
（
金
）、
午
前
７
時
30
分
～
８

　

時
ま
で
、
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付
近
で
、
夏
の

　

交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い

　

ま
す
。

南
山
城
村
で
は　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
啓
発
、
電
光
掲

　

示
板
で
の
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

主　

催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　
　

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　
　

和
束
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　
　

南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

台
風
に
対
す
る
備
え

平
成
29
年
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

「
ひ
ま
わ
り
に　

無
事
故
を
願
う

　

京
の
夏
」

　

笠
置
町
で
は
６
月
20
日
（
火
）
に
、
和
束
町
で
は
６
月

16
日
（
金
）
に
、
南
山
城
村
で
は
６
月
12
日
（
月
）
に
そ

れ
ぞ
れ
が
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

出
水
期
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
村

内
で
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
危
険
箇
所
の
点
検
や
現

状
を
確
認
し
、
防
災
対
策
の
検
討
や
関
係
機
関
と
の
防
災

体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
京
都
府
関
係

機
関
、
警
察
、
消
防
な
ど

の
防
災
関
係
機
関
と
共
に

河
川
や
土
砂
災
害
に
つ
い

て
危
険
と
さ
れ
る
箇
所
の

現
地
確
認
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。 

　

今
後
も
、
京
都
府
を
は

じ
め
、
防
災
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

防
災
体
制
の
更
な
る
構
築

と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク

～
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
～

笠
置
町
・
府
道
笠
置
山
添
線

和
束
町
・
原
山
小
瀬
谷
地
内

南
山
城
村
・
北
大
河
原
地
内

�



まち・むらからのおしらせまち・むらからのおしらせ
家
庭
教
育
事
業

『
メ
ン
ズ・キ
ッ
チ
ン
』（
男
子
料
理
教
室
）

日　

時　

７
月
23
日
（
日
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場　

所　

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講　

師　

辻
井
侑
里
子
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

お
米
１
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
三
角
巾

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
男

　
　
　
　

性
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

７
月
３
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、
材
料
費
を
徴
収
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　
　
　
　

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

７
月
13
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

７
月
３
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

７
月
５
日
（
水
）・
19
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

７
月
22
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

７
月
18
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館　

１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

７
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場　

１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

７
月
27
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

７
月

11
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

28
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

７
月

19
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

21
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

28
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

ま
ち
・
む
ら

か
ら
の

お
し
ら
せ

高度情報ネットワークからのおしらせ
（笠置町・南山城村）

　高度情報ネットワークインターネット接続サービスにおきまし
て、コンピュータウィルスによるものと思われる大容量の通信が
確認されています。
　これにより、通信障害が発生し、ネットワーク全体でインター
ネットに繋がりにくくなったり、通信速度が極端に遅くなったり
という影響が出ています。
　個人情報等の漏洩につながるおそれもありますので、快適に安
心してインターネットを利用できるよう、コンピュータウィルス
対策を万全にしましょう。

問合せ　笠置町企画観光課　　☎０７４３・９５・２３０１（代表）
　　　　南山城村総務課　　　☎０７４３・９３・０１０２（直通）

問合せ：八幡市政策推進課　☎075・983・1004

午前10時～午後０時30分

さん

パネリスト：熊倉功夫さん、金田幸裕さん　ほか

☎ 075・414・4529お問合せ

問合せ：八幡市政策推進課　☎075・983・1004

午前10時～午後０時30分

さん

パネリスト：熊倉功夫さん、金田幸裕さん　ほか

☎ 075・414・4529お問合せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

７
月
18
日
㊋
発
売

１
枚　

３
０
０
円

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
京
都
府
市
町
村
振
興
協
会

ご寄附ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 5 月受付）。
　氏　名：匿名希望　　住　所： 奈良県奈良市　　事業区分「子どもを育む町づくり事業」　　寄附金：50,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「健康長寿の町づくり事業」　　　寄附金：50,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、笠置町のまちづくりのため各事業に有効に活用させていただきます。

講
　
座

相
　
談

�



和
束
親
と
子
ど
も
の
茶
道
教
室

　

茶
道
の
基
本
、
盆
略
点
前
（
ぼ
ん
り
ゃ
く
て

ま
え
）
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
親
子
で
な

く
て
も
参
加
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

日　

時　

７
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

対　

象　

親
子
10
組
、
外
国
人
対
応
も
可 

費　

用　

1
人
５
０
０
円 

申
込
・
問
合
せ 

　

池
田
み
ゑ
子　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
１
５
０ 

　

中
井　
　

薫　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
２
５
７ 

申
込
締
切　

７
月
20
日
（
木
） 

主　

催　

お
茶
の
郷
和
束 

茶
道
教
室

※
和
束
親
と
子
ど
も
の
茶
道
教
室
は
、
平
成
28

　

年
度
和
束
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
で

　

和
束
の
茶
文
化
を
通
じ
た
交
流
の
た
め
に
始

　

め
た
事
業
で
す
。

看
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
募
集

　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看
護

師
の
補
助
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
看
護

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

年
齢
不
問　

　
　
　
　

※
未
経
験
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

待　

遇　

臨
時
職
員
（
各
種
社
会
保
険
完
備
）

講
　
座

募
　
集

そ
の
他
　
　

お
し
ら
せ

　
　
　
　

※
一
定
期
間
就
業
後
、
嘱
託
職
員
と

　
　
　
　

し
て
採
用
（
条
件
あ
り
）

給　

与　

時
給
９
４
０
円
～

勤
務
時
間　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分
、

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　

週
５
日
シ
フ
ト
制　

　
　
　
　

※
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
は
応
相
談

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５

　
平
成
29
年
度
自
衛
隊
員
募
集
案
内

募
集
職
種
及
び
試
験
期
日
等

職
種

受
付
期
間

試
験
期
日

資
格

航
空

学
生

７
月
１
日（
土
）～

９
月
８
日
（
金
）

１
次　
９
月
18
日（
月
・
祝
）

２
次　
10
月
17
日（
火
）

　
　
　
　

～
22
日（
日
）

３
次　
11
月
18
日（
土
）

　
　
　

～
12
月
21
日（
木
）

海
：
高
卒

（
見
込
含
）

23
歳
未
満

の
者

空
：
高
卒

（
見
込
含
）

21
歳
未
満

の
者

一
般
曹

候
補
生

７
月
１
日（
土
）～

９
月
８
日
（
金
）

１
次　
９
月
16
日（
土
）
～

　
　
　
　　

18
日（
月
・
祝
）

２
次　
10
月
５
日（
木
）～

　
　
　
　　

11
日（
水
）

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

し
ま
す

18
歳
以
上

27
歳
未
満

の
者

自
衛
官

候
補
生

男子
年
間
を
通
じ
て

お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。

受
付
時
に
お
し
ら
せ
し

ま
す
。
※

18
歳
以
上

27
歳
未
満

の
者

女子

（
注
）　

※
平
成
30
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校

　
　
　
　

卒
業
予
定
者
の
採
用
試
験
は
、
原
則
と
し
て
平
成
29
年
９
月

　
　
　
　

16
日
以
降
に
お
こ
な
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
お
よ
び
問
合
せ

（
１
）　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　

☎
０
７
５
・
８
０
３
・
０
８
２
１

（
２
）　

宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71⊖

５

　
　
　

Ｓ
・
Ｃ　

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ　

２
０
２
号
室

　
　
　

☎
０
７
７
４
・
44
・
７
１
３
９

（
３
）　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90⊖

１

　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14⊖

２

　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

その他おしらせその他おしらせ

　
　
　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14⊖

１

　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

（
４
）　

そ
の
他

　
　
　

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

　
　
　

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

民
泊
受
入
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
子
供
た
ち
と
感
動
の
場
を
共
有
し
ま
せ
ん

か
？
」
修
学
旅
行
や
野
外
活
動
な
ど
で
訪
れ
た

子
供
た
ち
と
、
一
緒
に
日
常
の
作
業
を
し
た
り
、

料
理
を
作
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
る
家
庭
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

手
配
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
安
全
対
策
な

ど
は
、
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
特
別
な
こ
と
は
不
要
で
す
。（
各
家
庭

に
は
体
験
指
導
料
と
し
て
、
受
入
１
人
に
つ
き

５
５
０
０
円
～
を
お
支
払
い
し
ま
す
）

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
（
一
財
）
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
９
６

　
　
　
　

担
当　

中
西
・
下
村

甲
種
防
火
管
理
に
関
す
る
講
習
会

の
実
施

日　

時　

８
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

　
　
　
　

８
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
10
分

場　

所　

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

　
　
　
　

関
西
光
科
学
研
究
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
木
津
川
市
梅
美
台
８⊖

１⊖

６
）

　
　
　
　

旧
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

　
　
　
　

関
西
光
科
学
研
究
所

定　

員　

１
０
０
人

受
講
料　

無
料
（
講
習
会
初
日
に
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

３
８
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

申
込
み　

７
月
３
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝

　
　
　
　

日
を
除
く
）
に
、
受
講
申
込
書
に
必
要

　
　
　
　

事
項
を
記
入
し
て
、
相
楽
中
部
消
防
組

　
　
　
　

合
消
防
本
部
（
木
津
川
市
木
津
白
口
10

　
　
　
　

番
地
２
）
へ
。

そ
の
他

◦
受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
お
よ
び
各
出
張
所

　

に
あ
り
ま
す
。

◦
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
甲
種
防
火

　

管
理
新
規
講
習
の
実
施
案
内
文
お
よ
び
受
講

　

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

　

http
://w

w
w

.sourakuchub
u119-

　
　

kyoto.jp

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

夏
休
み
こ
ど
も
体
験
教
室

「
茶
器
を
つ
く
ろ
う
」

　

小
中
学
生
向
け
の
体
験
教
室
で
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
茶
器
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

日　

時　

７
月
29
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　

所　

陶
芸
工
房　

山
吹（
井
手
町
石
橋
44「
井

　
　
　
　

手
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
内
」）

定　

員　

小
学
生
以
上　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
用　

２
０
０
円
（
材
料
費
実
費
）

申
込
期
限　

７
月
22
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

夏
休
み
こ
ど
も
体
験
教
室

「
勾
玉
を
つ
く
ろ
う
」

　

小
中
学
生
向
け
の
古
代
体
験
教
室
で
す
。
古

代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
勾
玉
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

日　

時　

８
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

②
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

定　

員　

小
学
生
以
上　

各
回
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
用　

２
５
０
円
（
材
料
費
実
費
）

申
込
期
限　

７
月
29
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

催
　
し

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 5 月受付）。敬称略
　氏　名：神山　拓也　　住　所：京都市　　寄附金：30,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

�



き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

７
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象

　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み

　

電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
７
月
18
日
（
火
）

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご
予
約
の
際
、
お

名
前
・
年
齢
・
住
所
・ 

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・

相
談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く

だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

家
族
で
わ
く
わ
く
体
験

や
ま
し
ろ
き
っ
づ
サ
イ
エ
ン
ス

夏
祭
り
２
０
１
７

日　

時　

７
月
17
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

場　

所　

木
津
川
市
山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
）

費　

用　

入
場
無
料
（
一
部
有
料
ブ
ー
ス
あ
り
）

主　

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

や
ま
し
ろ
き
っ
づ
サ
イ

　
　
　
　

エ
ン
ス

　
　
　
　

yam
ash

irokagaku
@

gm
ail.

　
　
　
　
　

 com

　
　
　
　

h
ttp

://yam
ash

irokagaku
.

　
　
　
　
　

 jim
d

o.com
//

　
　
　
　

０
７
７
４
・
73
・
２
０
０
８

　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
対
応
）

後　

援　

木
津
川
市
・
精
華
町
各
教
育
委
員
会

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時

７
月
11
日
（
火
）・
25
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１⊖

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

１．試験区分及び採用予定人数
試験区分 採用予定数 職務の内容
保育士 １名 村長部局に勤務して、保育士業務等に従事します。

２．受験資格　　
　昭和 58 年 4 月 2 日以降に生まれた人で保育士の資格を有
する人または平成 30 年 3 月末日までに取得見込みの人
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
　地方公務員法第 16 条の規定に該当する人
　◦成年被後見人又は被保佐人
　◦禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を
　　受けることがなくなるまでの人

３．試験の日時及び場所等
　試験は第 1 次試験及び第 2 次試験とし、第２次試験は第１
次試験の合格者に対して行います。
区　分 日　時 場　所 試験内容

第１次試験 平成 29 年 9 月 17 日（日）
午前 9 時 30 分から

南山城
村役場

教養試験・専門試験 ･
作文試験

第２次試験 平成 29 年 10 月下旬の
予定

南山城
保育園 実技試験・面接試験

※なお、第１次試験の結果については、10 月６日（金）までに合格
　者にのみ通知し、併せて役場前広報板に掲示します。
※第２次試験の日時等詳細については、第１次試験合格通知でお知ら
　せします。

４．受験申込手続及び申込受付期間
　⑴ 申込用紙の請求
　　南山城村役場総務課に請求してください。
　　郵送による請求の場合は、封筒のおもてに「保育士採用
　　試験受験申込書請求」と朱書きし、120 円切手をはった
　　郵便番号、あて先明記の返信用大封筒（角２の大きさ）を
　　同封して、総務課あてに請求してください。（申込書の様

　　式は南山城村のホームページに掲載しています。）
　⑵ 申込手続きの方法
　　申込みは村から配布された受験申込書とともに、次の書面
　　を添付して総務課へ提出してください。
　　添付書類　①履歴書  ②卒業又は卒業見込証明書
　　　③成績証明書　④資格証明書又は資格取得見込証明書
　⑶ 受験申込受付期間
　　受付期間は、平成 29 年７月３日（月）から８月 10 日（木）
　　までの土・日曜日、祝日を除く開庁日とし、執務時間内
　　（午前 8 時 30 分から午後 5 時まで）に申込用紙等をご持
　　参ください。
　　郵送による申込はできませんのでご注意ください。
５．申込書及び履歴書の取扱い
　受験申込みの際に提出いただいた申込書や履歴書等は返却
　致しませんのでご了承ください。
６．採用予定日　平成 30 年 4 月 1 日（日）
７．給与等
　南山城村職員の給与に関する条例に基づき支給されること
　になっており、初任給については、次のとおりです。

大学卒 短大卒 高校卒
採用時 178,200 円 158,800 円 146,100 円

　上記の額は、平成 29 年 4 月 1 日現在の基本給です。
　なお、上記の金額は今後改定される場合があり、また、職
　歴などがある方はその経歴に応じて加算される場合があり
　ます。上記のほか、諸手当がそれぞれの支給条件に応じて
　支給されます。
８．問合せ　南山城村総務課
　〒 619⊖₁₄₁₁
　京都府相楽郡南山城村大字北大河原小字久保 14⊖１
　☎ 0743・93・0102（直通）

むら・その他おしらせむら・その他おしらせ

相
　
談

平成 29 年度南山城村職員採用試験案内

�



★ Pick UP ★
　「アランの歯はでっかいぞこわーいぞ」
　ジャーヴィス 作 ; 青山南 訳 

　アランはこわーいワニの一族。
ジャングルのみんなは、アランを
こわがるけど、それはアランのど
りょくのたまもの。うろこをみが
き、つめをとがらせ、歯を、いっ
ぽんにつきさいてい 10 分かけて
みがいてジャングルにでかけます。
でもじつは、アランの歯にはヒミツがあって…。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
︵
電
話
又
は
来
所
︶　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　
　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Ⓠ 

１
ヶ
月
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

３
泊
４
日
の
＂
海
外
旅
行
＂
の
申
込

を
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
、

申
し
込
ん
だ
旅
行
会
社
が
倒
産
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。
料
金
が

格
安
だ
が
、
今
ま
で
に
も
利
用
し
た

こ
と
が
あ
り
問
題
は
な
か
っ
た
。
ネ
ッ

ト
で
調
べ
る
と
旅
行
に
は
行
け
そ
う

に
な
く
、
返
金
も
ご
く
わ
ず
か
な
金

額
の
よ
う
だ
。
何
と
か
な
ら
な
い
も

の
か
。　

　
　
　
　
（
40
歳
代　

女
性
）

Ⓐ
旅
行
会
社
は
債
務
を
抱
え
て
倒
産

を
し
て
い
る
の
で
、
残
念
で
す
が
返

金
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。「
日
本
旅
行

業
協
会
」
に
加
盟
し
て
い
た
旅
行
会

社
な
の
で
保
証
制
度
も
あ
る
の
で
す

が
、
保
証
割
合
は
ご
く
わ
ず
か
に
な

る
よ
う
で
す
。
相
談
者
は
支
払
い
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
し
て
い
た
の

で
、
対
応
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
判

断
に
よ
り
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
申
出
を
し
て
お
く

よ
う
に
と
助
言
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
旅
行
契
約
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
格

安
航
空
券
に
関
す
る
も
の
、
ホ
テ
ル

や
航
空
券
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

等
に
関
す
る
も
の
等
が
あ
り
ま
す
。

格
安
航
空
券
は
安
価
で
す
が
、
そ
れ

に
伴
う
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
の
で
よ

く
理
解
し
た
上
で
利
用
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
や
航
空
券
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
で
は
簡
単
に
価
格

を
比
較
し
て
、
申
込
み
が
で
き
ま
す

が
注
意
が
必
要
で
す
。
日
本
国
内
で

は
旅
行
業
を
営
む
に
は
登
録
が
必
要

で
す
が
、
日
本
語
の
サ
イ
ト
で
あ
っ

て
も
海
外
に
拠
点
を
も
つ
業
者
も
あ

り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
予
約
を
し
て
確
認

の
メ
ー
ル
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

書
面
で
確
認
で
き
な
い
た
め
に
、
契
約

の
有
無
や
内
容
が
確
認
で
き
な
か
っ

た
り
、
一
旦
申
込
む
と
解
約
が
で
き

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
申
込
み
先
、

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〝
旅
行
〞
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
旅
行
会
社
が
倒
産
！

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　７月 23 日（日）　午前 10 時 30 分〜
　場　所　和束町体験交流センター　ホール

● 読書感想文コンクール課題図書を小学生の部
　 から高校生の部まで揃えています。

南山城村図書室より

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書

土の記　上下 高村　薫
この噓がばれないうちに 川口　俊和
日本を守る！女性自衛官すっ
ぴん物語 ちーぱか

児童書

妖怪いじわるシャンプー 土屋　富士夫
暗号クラブ ペニー・ワーナー
モンスター・ホテルでパト
ロール 柏葉　幸子

和 束 町

一般書

校庭に東風吹いて 柴垣　文子
ストロベリーライフ 萩原　浩
イラストひと目でわかる庭木
の剪定基本とコツ 内田　均

児童書

アランの歯はでっかいぞこ
わーいぞ ジャーヴィス

月はぼくらの宇宙港 佐伯　和人
フラダン 古内　一絵

南山城村

一般書
罪の声 塩田　武士
三鬼 宮部　みゆき
手で編むかわいい布ぞうり 小石　正子

児童書

広岡　浅子 大谷　じろう
なにがあっても　ずっといっ
しょ くさの　たき

干したから 森枝　卓士

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター図書室より

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

�
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,414 人　（-1）
世帯数　　658世帯（+1）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,117 人（‒10）
世帯数　1,716 世帯（-3）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,844 人　（±0）
世帯数　1,253 世帯（±0）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 6月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

環　境環　境

　昨年の７月、移住先を求めてバイクで探索していたところ、
あまりの暑さに笠置町役場に立ち寄ったのがきっかけでした。
それから何度か笠置町を訪ね、役場の担当の方が、町内を案
内してくれ、大自然に囲まれた町を大変気に入りました。そ
して今年の３月に大阪四条畷市から笠置町に移住しました。
近所の方もあたたかく迎えいれていただきました。
　仕事のほうも移住をきっかけに思いきって退職し、今は
南山城村のクローバーリーフという名の会社で、動物園の飼料の生産をおこなっています。
　休日は、都会ではできなかった畑で慣れない野菜作りと一部屋を空けてハンドメイドバックの展示販売をしてい
ます。
　笠置町は少子高齢化が進んでおり、私と同様にもっと移住者を増やしたいと思います！

～スローライフにあこがれて～
山口浩一さん

わたしたち　移 住 　しました

燃えるごみの出し方
　　　　　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　　　　　生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ
出す時の注意
・生ごみの約 6 割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原

因になります。
　十分に水切りをして出してください。
・食用油は固めるか、紙などに浸してください。
・紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。
・刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋に入れて収集所に出してください。
・竹・枝・茎等は燃えるごみの袋に入らない竹・木類は必ず 1m 以内に切断し紐で

束ね収集所に出してください。
・紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れてください。

　生ごみの水切り、ごみの分別を徹底していただくことで、ごみの減量化やごみ
処理費用の節約につながります。ご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　　　　　
出す時の注意

燃えるごみ

◦燃えるごみ収集日
　笠　置　町　毎週　火・金曜日
　和　束　町　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日

（野殿・童仙房は火曜日のみ）

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）

手作りのハンドバックを販売しています。オーダーメイドで
あなたにぴったりの１品をつくります。


